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産科医療補償制度における出産育児一時金等の加算支給に係る取扱いについて（依頼）

平成21年１月１日より、財団法人日本医療機能評価機構を運営組織として、産科医療補

償制度が開始されるところであるが、本制度における出産育児一時金等の加算支給に係る

取扱いについて、別添のとおり財団法人日本医療機能評価機構より通知があったので、内

容を御了知の上、関係団体等にその周知徹底を図っていただくとともに、その円滑な運用

に万全の対応をいただくようお願いしたい。
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産科医療補償制度における 出産育児一時金等の加算支給に係る取扱いについて

(依頼)

当機構の事業運営については、 平素よ り ご協力 を賜 り 厚 く 御礼申 し上げます。

さ て 、 平成2 1年 1 月 1 日 よ り 、 当機構を運営組織と して 、 産科医療補償制度が開始

る と こ ろです。

本制度におき ま しては、 産科医療の質の向上を図 り 、 安心 して産科医療を受 け られ

環境整備を行 う こ と を 目 的 と して 、 制度に加入 してい る分娩機関 (以下 ｢加入分娩

関｣ と いいます。 ) の医学的管理の下での分娩 (死産を含み、 22週以降の も の に限

ます。 以下 ｢制度対象分娩｣ と いいます。 ) について 、 通常の妊娠 ･ 分娩に も かか

らず、 分娩に関連 して重度脳性麻痺と なっ た児について速やかに補償を行い、 重度

性麻痺の発症原因 を分析 し、 再発防止に役立てる こ と と してお り ます。

本制度では、 当機構が加入分娩機関 よ り 制度対象分娩について掛金を徴収する こ と

よ り 、 制度対象分娩における分娩費の上昇が見込まれる こ と か ら 、 貴省等において 、

康保険法施行令等の関係法令等を改正 し、 制度対象分娩については出産育児一時金

が加栓 して支給される予定である と 伺ってお り ます。

当機構と しま しては 、 出産育児一時金の支給を行 う 保険者等において 、 制度対象分

“あ る こ と を判別いただ く ための方法 と して 、 下記の と お り の対応を考えてお り ま

で、 関係各省及び保険者等に対 し周知いただき ますよ う お願いいた します。



記

① 妊産婦が保険者等に対 し請求を行 う 場合等の取扱いについて (通常の出産育児-

時金等の 申請の場合)

加入分娩機関は 、 妊産婦に対 して発行する領収書に 、 制度対象分娩であ る こ と を

証明する所定の印 (別添参照) を押印 しますので、 出産育児一時金等の 申請の際、

申請者よ り 保険者等に対 し当該領収書の写 しを提出いただき ます。

保険者等におかれては、 領収書に所定の印が押印 されてい る か確認する こ と に よ

り 、 制度対象分娩である こ と を判別いただけ る こ と にな り ます。

② 加入分娩機関が保険者等に対 し請求を行 う 場合等の取扱いについて (出産育児一

時金の事前申請によ る受取代理等の場合)

加入分娩機関は、 分娩取扱い後、 保険者等に対 して行 う 請求に当 た り 、 制度対象

分娩であ る こ と を証明する所定の印を押印 した請求書を送付 していただき ます。

保険者等におかれては、 請求書に所定の印が押印 されてい る か確認する こ と に よ

り 、 制度対象分娩であ る こ と を判別いただけ る こ と にな り ます。

※ なお、 本制度におけ る掛金は、 分娩を 自 ら の医学的管理の下に取 り 扱っ た加入分

娩機関よ り 徴収 します。 こ のため 、 例えば里帰 り 出産や転院の よ う に 、 健診等を行っ

ていた分娩機関 と 分娩を取 り 扱っ た分娩機関が異な る場合には、 分娩を取 り 扱っ た分

娩機関が掛金を 当機構に支払 う こ と にな り ます。 ま た 、 妊産婦の 自 宅での出産や救急

車内での分娩について も 、 加入分娩機関が 自 ら の医学的管理の下に分娩を取 り 扱っ た

場合には、 当該加入分娩機関は妊産婦に分娩費の請求を行い 、 掛金を 当機構に支払 う

こ と にな り ます。

ま た 、 本制度におけ る掛金は 、 出産育児一時金等の取扱い と 同様、 1 児 ご と に発

生する こ と と な り 、 例えば双生児の場合には、 加入分娩機関は 2 分娩分の掛金を 当

機構に支払 う こ と にな り ます。


